生命科学研究若手アプレンティスプログラム　テニュア審査基準
１．審査基準

・国際的に通用する研究レベルであるか。

・大きな研究テーマに挑戦し、着実な業績をあげつつあるか。

・独立して挑戦的に研究を遂行していく将来性があるか。

・研究・教育においてリーダーシップを発揮する能力があるか。

・大学・部局にとって分野の強化・育成ならびに教育において貢献しているか。

２．審査方法　（別紙参照）

・客観データの提出ならびに評価　（学内委員ならびに外国人を含む学外委員）

論文、教育、学会活動、外部資金、特許、受賞、社会貢献など（着任前後にわけて）

着任後における研究内容の報告書

・達成度の評価　（学内委員ならびに外国人を含む学外委員）

中間評価の時点で終了時の目標を設定し、承認をおこなう。

最終評価においては、その目標に対する達成度についての評価をおこなう。

・シンポジウムでの発表ならびに評価　（学内委員ならびに学外委員）

プログラムポジション着任後の研究内容についての発表。

・各部局における審査　（各部局の教授６名程度）

各部局における人事基準に照らし合わせた審査。
・インタビュー　（学内委員）

上記の資料ならびに審査結果に自己評価をふまえたインタビュー。

・最終審査結果の決定　（学内委員ならびに学外委員）

総合的に判断し、１．の審査基準に照らし合わせて決定する。

　＜中間評価＞

　中間評価の方法は、最終審査に準じるものとするが、達成度評価はおこなわず、かわって、最終目標の設定ならびに承認をおこなうものとする。

　中間評価時点においてテニュアに相当すると評価された場合には、その時点においてテニュアへの昇格をおこなうものとする。
